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教授会議事要録 
 
１．日 時 平成２８年９月８日（木）１３：３０～１４：３７ 
２．場 所 大会議室 
３．出席者 所長ほか２１名 
４．欠席者 ３名 
 
５．議 事 
○ 議事要録の確認 

平成２８年７月１４日（木）開催教授会、及び８月１日・２日・３日開催臨時教授会

議事要録について諮り、これを承認した。 
 
○報告事項 
 （１）知のフォーラム進捗状況について 
    副所長から資料１により、各シンポジウ招聘予定者の出欠等に係る回答状況   

について報告があった。 
 （２）平成２８年度部局評価結果（第１次）について 

 議長から資料２により、平成２８年度部局評価結果（第１次）について報告があっ 
た。 

 （３）各種委員会報告 
   ①議長から資料３－１により、部局長連絡会議（７月１９日（火）開催）の概要に 

ついて報告があった。 
 ②議長から資料３－２により運営会議（８月２９日（月）開催）の概要について報 

告があった。また、構成員から補足説明があった。 
③財務委員会委員長から、駐車場有料化の検討状況について報告があった。 
④研究推進委員会委員長から、大型科研費申請促進プログラム募集について検討、 
 審議した旨の報告があった。 
⑤構成員から、生命科学研究科教授会（８月９日（水）、７月１３日（水）開催）

について報告があった。 
（４）医学系研究科大学院合同運営委員会等について 
   構成員から資料４－１～資料４－３により、大学院合同運営委員会等（第４回） 

（７月１５日（金）開催）、（第５回）（８月１７日（水）開催）及び（第６回）（９

月５日（月）開催）について報告があった。 
（５）職員の兼業について 

議長から資料５により、職員の兼業について報告があった。 
（６）その他 
  ①Global Discussion on IDAC Research について 
   構成員から資料６により、英語 learning adviser である構成員からの発案によ

り、英語でのディスカッションの場を広げることを目的とし、Global Discussion 

on IDAC Research を、月１～２回開催することとした旨の報告があった。 
    ②平成２９年度科学研究費助成事業-科研費-応募に関する説明会の開催について  

事務長から資料７により、今年度の科研費応募に関する学内説明会の開催日程等 
について報告があった。 
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  ③平成２８年熊本地震支援金への御礼について 
   議長から資料８により熊本地震支援金への協力について謝辞があった。 
  ④化学物質等リスクアセスメントの実施要領について 

技術職員から資料１４により化学物質等リスクアセスメントの実施要領について 
報告があった。 

③議長から次回教授会は１０月１３日（木）１３：３０から開催すると発言があっ 
た。 

 
○審議事項 
（１）機能画像医学研究分野准教授候補者選考について 
   議長から、前回教授会で当該選考委員会から推薦のあった准教授候補者について、

教員選考内規第１１条に基づき投票により議決したい旨発言があり、投票の結果、

同候補者を機能画像医学研究分野准教授候補者に決定した。 
（平成２８年１０月１日付け発令予定） 

（２）スマート・エイジング学際研究重点拠点の発足について 
 議長からスマート・エイジング学際研究重点拠点の発足について説明があった後、 
資料９－１～９－３により、関係内規（案）、運営委員会構成員（案）、委員委嘱依 
頼（案）について諮り、これを承認した。 

 （３）AAALAC 認証取得について 
    議長から資料１０－１～１０－３により、AAALAC 認証取得に係る内規（案）、 

及び関係委員会構成員（案）について説明があった後、諮り、これを承認した。 
（４）大型科研費申請促進プログラム募集要項（案）について 
   研究推進委員会委員長から資料１１により、大型科研費申請促進プログラム募 

集要項（案）について説明があった後、議長から諮り、これを承認した。 
（５）卓越研究員制度に基づく准教授（テニュアトラック制）の採用について 

議長から卓越研究員制度に基づく准教授（テニュアトラック制）の採用について、 
審査の結果、該当者無しとした旨説明があり、これを承認した。 

（６）研究開発強化法に基づく雇用に係る基本方針等について 
   議長から資料１２－１～１２－３により、基本方針（案）等について説明があっ 

た後、諮り、これを承認した。 
 （７）教員の人事について 

議長から資料１３により、教員の人事について諮り、これを承認した。 

 （８）その他 

    なし 

                                    以 上 


